
奈良県奈良県奈良県奈良県のののの医療費等医療費等医療費等医療費等のののの状況状況状況状況

－ 市町村国保及び後期高齢者医療の医療費等の分析 －－－－

はじめにはじめにはじめにはじめに

○○○○ 奈良県奈良県奈良県奈良県におけるにおけるにおけるにおける健康健康健康健康づくりのづくりのづくりのづくりの取取取取りりりり組組組組みをみをみをみを推進推進推進推進するためのするためのするためのするための戦略戦略戦略戦略をををを策定策定策定策定するとともにするとともにするとともにするとともに、ＰＤＣＡ、ＰＤＣＡ、ＰＤＣＡ、ＰＤＣＡサイクルサイクルサイクルサイクルをををを構築構築構築構築することがすることがすることがすることが重要重要重要重要。。。。

○○○○ これまではこれまではこれまではこれまではレセプトレセプトレセプトレセプト請求請求請求請求がががが紙紙紙紙ベースベースベースベースであったことからであったことからであったことからであったことから、、、、医療費医療費医療費医療費のののの状況状況状況状況をををを把握把握把握把握することはすることはすることはすることは不十分不十分不十分不十分。。。。

○○○○ 今回今回今回今回はははは、、、、平成平成平成平成２０２０２０２０年度年度年度年度１１１１年間年間年間年間をををを通通通通したしたしたした市町村国民健康保険及市町村国民健康保険及市町村国民健康保険及市町村国民健康保険及びびびび後期高齢者医療後期高齢者医療後期高齢者医療後期高齢者医療ののののレセプトデータレセプトデータレセプトデータレセプトデータ約約約約８００８００８００８００万件万件万件万件をををを活用活用活用活用してしてしてして、、、、

奈良県奈良県奈良県奈良県のののの医療費医療費医療費医療費やややや受診状況受診状況受診状況受診状況のののの分析分析分析分析をををを実施実施実施実施。。。。１１１１年間年間年間年間ののののデータデータデータデータでのでのでのでの分析分析分析分析はははは、、、、全国的全国的全国的全国的にににに見見見見てもてもてもても、、、、ほとんどほとんどほとんどほとんど例例例例がないがないがないがない。。。。

○○○○ 今回今回今回今回のののの医療費分析医療費分析医療費分析医療費分析のののの結果結果結果結果をををを医療医療医療医療やややや健康健康健康健康づくりのありづくりのありづくりのありづくりのあり方方方方をををを考考考考えるえるえるえる上上上上でのでのでのでの、、、、資料資料資料資料とするとともにとするとともにとするとともにとするとともに、、、、市町村市町村市町村市町村やややや保険者協議会保険者協議会保険者協議会保険者協議会、、、、

大学大学大学大学のののの公衆衛生部門公衆衛生部門公衆衛生部門公衆衛生部門、、、、拠点病院拠点病院拠点病院拠点病院にもにもにもにも提供提供提供提供。。。。

＜＜＜＜ 目次目次目次目次・・・・概要概要概要概要 ＞＞＞＞

１．年齢別の医療費等の状況 ・・・・・・・・・・・・・・・・ Ｐ．１

➢ 60歳、70歳を境に医療費が急増。加齢とともに、入院する人の割合が高まり、外来では１人で複数の

診療科を受診する人が増えることなどが主な原因。

２．疾病別の医療費等の状況 ・・・・・・・・・・・・・・・・ Ｐ．５

➢本県の疾病別医療費を高い順に並べると、第１位が高血圧、第２位が糖尿病、第３位が腎不全。

３．地域別の医療費等の状況 ・・・・・・・・・・・・・・・・ Ｐ．７

➢高齢者の医療費について、平野部で入院・外来ともに高く、東部山間部で低い。

４．性別の医療費等の状況 ・・・・・・・・・・・・・・・・ Ｐ．９

➢総医療費、受診者数は女性の方が多いが、１人当たり医療費は男性の方が高い。

５．分析で明らかになった課題への対応 ・・・・・・・・・・・・・・・・ Ｐ．１１

➢上記の課題を受け、40歳、50歳代からの予防対策、高齢者の社会参加、生活習慣病の予防、都市部における

健康づくり、在宅医療体制の充実、男性に重点を置いた対策などの戦略的な取り組みが必要。

平成平成平成平成２２２２２２２２年年年年７７７７月月月月５５５５日日日日
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外来入院

【 被保険者１人当たり医療費（年間） 】

○ 被保険者１人当たり医療費を年齢階級別に見ると、加齢とともに増加する。特に

70歳代からの増加が顕著である。

○ また、加齢とともに、被保険者１人当たり入院医療費の占める割合が高くなる。

○ 被保険者１人当たり医療費を年齢階級別に見ると、加齢とともに増加する。特に

70歳代からの増加が顕著である。

○ また、加齢とともに、被保険者１人当たり入院医療費の占める割合が高くなる。

【 被保険者１人当たり医療費割合（年間） 】
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被保険者１人当たり外来医療費被保険者１人当たり入院医療費（万円）
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１１１１．．．．年齢別年齢別年齢別年齢別のののの医療費等医療費等医療費等医療費等のののの状況状況状況状況



（単位：人（かっこ内：％））5 10 25 50 100 500～ ～ ～ ～ ～ ～ ～5 10 25 50 100 500万円 万円 万円 万円 万円 万円 万円0 ～ 9 歳 12,109 6,556 4,944 1,219 445 248 49 25,570(47.4) (25.6) (19.3) (4.8) (1.7) (1.0) (0.2) (100)10 ～ 19 歳 16,304 4,708 2,768 855 418 341 28 25,422(64.1) (18.5) (10.9) (3.4) (1.6) (1.3) (0.1) (100)20 ～ 29 歳 19,705 5,889 4,203 1,306 699 584 53 32,439(60.7) (18.2) (13.0) (4.0) (2.2) (1.8) (0.2) (100)30 ～ 39 歳 19,083 7,278 6,669 2,736 1,406 1,157 140 38,469(49.6) (18.9) (17.3) (7.1) (3.7) (3.0) (0.4) (100)40 ～ 49 歳 12,900 6,021 6,783 3,050 1,686 1,451 213 32,104(40.2) (18.8) (21.1) (9.5) (5.3) (4.5) (0.7) (100)50 ～ 59 歳 15,044 8,631 13,179 6,699 3,084 2,947 439 50,023(30.1) (17.3) (26.3) (13.4) (6.2) (5.9) (0.9) (100)60 ～ 69 歳 25,582 17,374 37,316 25,173 12,146 10,623 1,295 129,509(19.8) (13.4) (28.8) (19.4) (9.4) (8.2) (1.0) (100)70 ～ 79 歳 10,442 8,843 28,188 33,122 22,448 21,708 2,296 127,047(8.2) (7.0) (22.2) (26.1) (17.7) (17.1) (1.8) (100)80 ～ 89 歳 2,966 2,714 11,399 17,788 13,747 16,039 1,735 66,388(4.5) (4.1) (17.2) (26.8) (20.7) (24.2) (2.6) (100)90 ～ 歳 1,051 772 2,786 3,224 2,343 3,591 389 14,156(7.4) (5.5) (19.7) (22.8) (16.6) (25.4) (2.7) (100)136,442 69,573 119,225 95,540 58,610 58,828 6,643 544,861(25.0) (12.8) (21.9) (17.5) (10.8) (10.8) (1.2) (100)※　合計には年齢不明者3,734人を含む。 …構成割合１位 …構成割合２位（構成割合（％））

年　間　医　療　費　階　層
（構成割合（％））（構成割合（％））（構成割合（％））

合 計以上→未満→

合 計

（構成割合（％））

（構成割合（％））（構成割合（％））（構成割合（％））

年齢階層（年代ごとの構成割合）
（構成割合（％））（構成割合（％））（構成割合（％））

【 年齢階層別・年間医療費階層別の受診者数 】

○ 50歳代までは、年間医療費が概ね10万円未満の人が多い。

○ 一方、60歳代以上では、年間医療費が10～50万円の人が多くなり、とりわけ80歳代以上では、

100～500万円という人も少なくない。

○ 50歳代までは、年間医療費が概ね10万円未満の人が多い。

○ 一方、60歳代以上では、年間医療費が10～50万円の人が多くなり、とりわけ80歳代以上では、

100～500万円という人も少なくない。

２２２２

【 年齢階層別・年間医療費階層別の受診者数、構成割合 】
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（％） 【 入院受診者割合（年間） 】
○ 入院については、加齢とともに入院する人の割合が高くなる傾向。また、入院日数は、

35～59歳で１つのピークがあり、80代歳以上でもう1つのピークがある。

○ 一方、外来については、加齢とともに１人で複数の診療科を受診する傾向があり、受診者１人

当たりのレセプト件数が増加していく。

○ 入院については、加齢とともに入院する人の割合が高くなる傾向。また、入院日数は、

35～59歳で１つのピークがあり、80代歳以上でもう1つのピークがある。

○ 一方、外来については、加齢とともに１人で複数の診療科を受診する傾向があり、受診者１人

当たりのレセプト件数が増加していく。

【 外来受診者割合（年間） 】

入入入入 院院院院

外外外外 来来来来

３３３３

【 入院受診者１人当たり診療日数（年間） 】 【 外来受診者１人当たりレセプト件数（年間） 】

入入入入 院院院院

外外外外 来来来来

※ 受診者割合＝受診者（１年間に１度以上受診した人数）／９月末現在の被保険者数被保険者数を９月末時点で把握しており、９月末以後の加入（出生、転入）や、９月末以前の離脱（死亡、転出）があるため、受診者割合が１００％を超える場合がある。
精神関連疾患の受診が多いため
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（千円）

【 入院１日当たり医療費 】

○ 入院１日当たり医療費は、14歳未満の若年者において高い特徴がある。

○ 外来については、加齢とともに1件当たり医療費がやや上がっていく傾向がある。

○ 以上の分析から、加齢とともに医療費が増加する要因は、入院では受診者割合

と入院日数、外来では１人当たり受診件数と１件当たり医療費であると考えられる。

○ 入院１日当たり医療費は、14歳未満の若年者において高い特徴がある。

○ 外来については、加齢とともに1件当たり医療費がやや上がっていく傾向がある。

○ 以上の分析から、加齢とともに医療費が増加する要因は、入院では受診者割合

と入院日数、外来では１人当たり受診件数と１件当たり医療費であると考えられる。

【 外来レセプト１件当たり医療費（月単位） 】
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（億円）
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レ　セ　プ　ト　件　数　構　成　割　合0～4歳5～9歳10～1415～1920～2425～2930～3435～3940～4445～4950～5455～5960～6465～69
90以上70～7475～7980～8485～89

01020
304050
607080
90100

0～4 5～9 10～14 15～19 20～24 25～29 30～34 35～39 40～44 45～49 50～54 55～59 60～64 65～69 70～74 75～79 80～84 85～89 90～

その他損傷・中毒及びその他の外因の影響妊婦・分娩および産褥腎尿路生殖器系の疾患筋骨格系および結合組織の疾患消化器系の疾患呼吸器系の疾患循環器系の疾患眼および付属器の疾患精神および行動の障害内分泌・栄養および代謝疾患新生物
（万件）
○ 年齢階層別に疾病（疾病19分類ベース）の比較をすると、加齢とともに「循環器系の

疾患（例：高血圧、脳梗塞）」「内分泌・栄養および代謝疾患（例：糖尿病）」「筋骨格系お

よび結合組織の疾患（例：関節症、脊髄障害）」の増加が顕著となっている。

○ 一方、医療費ベースでは「循環器系の疾患」に次いで、「新生物」が多い状況。

○ 年齢階層別に疾病（疾病19分類ベース）の比較をすると、加齢とともに「循環器系の

疾患（例：高血圧、脳梗塞）」「内分泌・栄養および代謝疾患（例：糖尿病）」「筋骨格系お

よび結合組織の疾患（例：関節症、脊髄障害）」の増加が顕著となっている。

○ 一方、医療費ベースでは「循環器系の疾患」に次いで、「新生物」が多い状況。

【 年齢階層別疾病件数 】 【 年齢階層別疾病件数の構成割合 】

２２２２．．．．疾病別疾病別疾病別疾病別のののの医療費等医療費等医療費等医療費等のののの状況状況状況状況

５５５５

【 主な疾病別総医療費（疾病１９分類ベース） 】



0 20 40 60 80 100 120 140 160 180高血圧糖尿病腎不全脳梗塞虚血性心疾患統合失調症、統合失調症型障害及び妄想性障害関節症脊髄障害肺炎気管、気管支及び肺の悪性新生物
後期

国保

高血圧  精神及び行動の障害 統合失調症、統合失調脳梗塞 症型障害及び妄想性障害虚血性心疾患 関節症 内分泌・栄養及び代謝疾患 糖尿病 脊髄障害 腎尿路生殖器系の疾患 腎不全  呼吸器系の疾患 肺炎 損傷、中毒及びその他の外因の影響 骨折  新生物 気管、気管支及び肺の悪性新生物 循環器系の疾患  筋骨格系及び結合組織の疾患

高血圧

糖尿病
腎不全脳梗塞虚血性心疾患 骨折統合失調症、統合失調症型障害及び妄想性障害関節症脊髄障害

肺炎020
4060
80100120140160180

0 50 100 150 200 250 300 350レセプト１件当たり医療費（千円）

受診率

○ 奈良県内では、疾病119分類ベースで総医療費の高い順に並べると、高血圧、糖尿病、

腎不全、脳梗塞、虚血性心疾患となる。これらはいずれも、後期高齢者が占める割合

（赤色）が極めて高い。

○ 高血圧、糖尿病は受診率が高く、腎不全、肺炎はレセプト1件当たりの医療費が高い

特徴がある。

○ 奈良県内では、疾病119分類ベースで総医療費の高い順に並べると、高血圧、糖尿病、

腎不全、脳梗塞、虚血性心疾患となる。これらはいずれも、後期高齢者が占める割合

（赤色）が極めて高い。

○ 高血圧、糖尿病は受診率が高く、腎不全、肺炎はレセプト1件当たりの医療費が高い

特徴がある。

【 主な疾病（上位10疾病）別総医療費 】 【 主な疾病（上位10疾病）の受診率・１件当たり医療費 】

被保険者数に対して

受診件数が多い

受診件数１件ごとの

医療費が高い。

６６６６

※ 受診率 ＝ 受診件数（レセプト件数） ÷ 被保険者数

（億円）

（％）



南部山間部
東部山間部平野部0200400

6008001,0001,200
0～4歳 5～9歳 10～14 15～19 20～24 25～29 30～34 35～39 40～44 45～49 50～54 55～59 60～64 65～69 70～74 75～79 80～84 85～89 90以上

平野部 東部山間部 南部山間部（千円）

0100200300400500600 0～4歳 5～9歳 10～14 15～19 20～24 25～29 30～34 35～39 40～44 45～49 50～54 55～59 60～64 65～69 70～74 75～79 80～84 85～89 90以上
平野部 東部山間部 南部山間部（千円）

0100200300400500600700 0～4歳 5～9歳 10～14 15～19 20～24 25～29 30～34 35～39 40～44 45～49 50～54 55～59 60～64 65～69 70～74 75～79 80～84 85～89 90以上
平野部 東部山間部 南部山間部（千円）

○ 地域別に被保険者１人当たり医療費を比較すると、概ね70歳代以上では平野部が

高い傾向がある。

○ 高齢者の被保険者１人当たり医療費は、平野部では入院・外来ともに高く、東部

山間部では、いずれも低い傾向にある。

○ 地域別に被保険者１人当たり医療費を比較すると、概ね70歳代以上では平野部が

高い傾向がある。

○ 高齢者の被保険者１人当たり医療費は、平野部では入院・外来ともに高く、東部

山間部では、いずれも低い傾向にある。

【 地域別被保険者１人当たり医療費 】

【 （（（（入院入院入院入院・・・・外来別外来別外来別外来別））））地域別被保険者１人当たり医療費 】＜＜＜＜ 入院入院入院入院＞＞＞＞ ＜＜＜＜ 外来外来外来外来＞＞＞＞

入院 外来 計

平野部 高い 高い 高い

東部山間部 低い 低い 低い

南部山間部 高い 低い 低い

高齢者の被保険者１人当たり医療費の特徴

地域の分類

３３３３．．．．地域別地域別地域別地域別のののの医療費等医療費等医療費等医療費等のののの状況状況状況状況

７７７７



奈良市
大和高田市

大和郡山市天理市橿原市
桜井市
五條市御所市生駒市 山添村平群町

三郷町斑鳩町

安堵町 川西町
三宅町田原本町曽爾村御杖村

高取町 明日香村香芝市上牧町王寺町 広陵町河合町吉野町大淀町
下市町 黒滝村

天川村

野迫川村

十津川村

下北山村
上北山村川上村

東吉野村葛城市 宇陀市

0.01.0
2.03.0
4.05.0
6.07.0
8.0

100 150 200 250 300 350
高血圧　：　多腎不全　：　多

高血圧　：　多腎不全　：　少

高血圧　：　少腎不全　：　多

高血圧　：　少腎不全　：　少
（％）

（％）

○ 南部山間部では、高齢者の割合が高いことなどから、高血圧及び腎不全の受診率

が高い傾向にある。

○ レセプト１件当たり医療費では、地域別の特徴は、とくに見られない。

○ 南部山間部では、高齢者の割合が高いことなどから、高血圧及び腎不全の受診率

が高い傾向にある。

○ レセプト１件当たり医療費では、地域別の特徴は、とくに見られない。

【 高血圧及び腎不全の受診率 】（縦軸 ： 腎不全の受診率 横軸 ： 高血圧の受診率）

◇◇◇◇ ・・・ 平野部

□□□□ ・・・ 東部山間部

○○○○ ・・・ 南部山間部

奈良市
大和高田市

大和郡山市 天理市
橿原市桜井市

五條市 御所市生駒市
山添村

平群町
三郷町斑鳩町 安堵町

川西町三宅町 田原本町
曽爾村御杖村高取町

明日香村 香芝市上牧町王寺町広陵町 河合町 吉野町
大淀町下市町

黒滝村

天川村
十津川村下北山村 上北山村川上村東吉野村

葛城市 宇陀市
200
250
300
350
400
450
500

12 14 16 18 20 22 24 26

高血圧　：　高腎不全　：　高

高血圧　：　高腎不全　：　低

高血圧　：　低腎不全　：　高

高血圧　：　低腎不全　：　低 （千円）

（千円）【 高血圧及び腎不全の１件当たり医療費 】（縦軸 ： 腎不全の１件当たり医療費 横軸 ： 高血圧の１件当たり医療費）

高血圧高血圧高血圧高血圧
高血圧高血圧高血圧高血圧

腎不全腎不全腎不全腎不全腎不全腎不全腎不全腎不全

８８８８



02004006008001,0001,2001,4001,600
0～4歳 5～9歳 10～14 15～19 20～24 25～29 30～34 35～39 40～44 45～49 50～54 55～59 60～64 65～69 70～74 75～79 80～84 85～89 90以上

１人当たり医療費（女）１人当たり医療費（男）（千円）

○ 性別で比較すると、総医療費、受診者数は女性の方が多いが、１人当たり医療費は

男性の方が高い。

○ これは、入院について見ると、男性の方が受診者数が多く、１人当たり医療費も高い

ことが原因。

○ 性別で比較すると、総医療費、受診者数は女性の方が多いが、１人当たり医療費は

男性の方が高い。

○ これは、入院について見ると、男性の方が受診者数が多く、１人当たり医療費も高い

ことが原因。

【 性別受診者１人当たり医療費 】

【 性別受診者数 】【 性別総医療費 】

入院について見ると、男性の方が受診者数が多く、１人当たり医療費も高い。【 ＜入院＞性別受診者数 】 【＜入院＞性別受診者１人当たり医療費】

４４４４．．．．性別性別性別性別のののの医療費等医療費等医療費等医療費等のののの状況状況状況状況

９９９９

05,00010,00015,00020,00025,00030,00035,00040,000
0～4歳 5～9歳 10～14 15～19 20～24 25～29 30～34 35～39 40～44 45～49 50～54 55～59 60～64 65～69 70～74 75～79 80～84 85～89 90以上

受診者数（女） 受診者数（男）（人）

01,0002,0003,0004,0005,0006,0007,0008,000
0～4歳 5～9歳 10～14 15～19 20～24 25～29 30～34 35～39 40～44 45～49 50～54 55～59 60～64 65～69 70～74 75～79 80～84 85～89 90以上

受診者数（女） 受診者数（男）（人）
0200400

6008001,0001,200
0～4歳 5～9歳 10～14 15～19 20～24 25～29 30～34 35～39 40～44 45～49 50～54 55～59 60～64 65～69 70～74 75～79 80～84 85～89 90以上

１人当たり医療費（女）１人当たり医療費（男）（千円）
050100150200250300

0～4歳 5～9歳 10～14 15～19 20～24 25～29 30～34 35～39 40～44 45～49 50～54 55～59 60～64 65～69 70～74 75～79 80～84 85～89 90以上
総医療費（女） 総医療費（男）（億円）



010
2030
4050
60

0～4 5～9 10～14 15～19 20～24 25～29 30～34 35～39 40～44 45～49 50～54 55～59 60～64 65～69 70～74 75～79 80～84 85～89 90～

その他損傷・中毒及びその他の外因の影響妊婦・分娩および産褥腎尿路生殖器系の疾患筋骨格系および結合組織の疾患消化器系の疾患呼吸器系の疾患循環器系の疾患眼および付属器の疾患精神および行動の障害内分泌・栄養および代謝疾患新生物

（万件）

0
10
20
30
40
50
60

0～4 5～9 10～14 15～19 20～24 25～29 30～34 35～39 40～44 45～49 50～54 55～59 60～64 65～69 70～74 75～79 80～84 85～89 90～

その他損傷・中毒及びその他の外因の影響妊婦・分娩および産褥腎尿路生殖器系の疾患筋骨格系および結合組織の疾患消化器系の疾患呼吸器系の疾患循環器系の疾患眼および付属器の疾患精神および行動の障害内分泌・栄養および代謝疾患新生物

（万件）○ 疾病19分類ベースで年齢階層別疾病件数を、性別で比較すると、総件数は女性の方

が多いものの、構成割合については、男女で大きな差異は見られない。

○ 疾病19分類ベースで年齢階層別疾病件数を、性別で比較すると、総件数は女性の方

が多いものの、構成割合については、男女で大きな差異は見られない。

【 （男性）年齢階層別疾病件数 】 【 （女性）年齢階層別疾病件数 】

１０１０１０１０



安堵町
明日香村天川村

奈良市大和高田市大和郡山市 天理市橿原市 桜井市 五條市
御所市

生駒市 山添村
平群町三郷町 斑鳩町川西町三宅町 田原本町曽爾村 御杖村高取町香芝市上牧町 王寺町 広陵町河合町 吉野町

大淀町 下市町黒滝村
野迫川村十津川村

下北山村 上北山村川上村 東吉野村葛城市 宇陀市
120140160180200220240260280

10.0 12.0 14.0 16.0 18.0 20.0 22.0 24.0 26.0 28.0
高齢者１人当たり医療費（上位５疾病）

高齢者就業率（％）
（千円）安堵町

曽爾村
香芝市

天川村 野迫川村
奈良市大和高田市 大和郡山市天理市橿原市桜井市 五條市

御所市
生駒市

山添村

平群町三郷町 斑鳩町川西町 三宅町
田原本町 御杖村高取町 明日香村

上牧町 王寺町広陵町河合町吉野町
大淀町下市町 黒滝村十津川村

下北山村上北山村川上村
東吉野村葛城市
宇陀市
120140
160180
200220
240260
280

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

高齢者１人当たり医療費（上位５疾病）

特定健診受診率

（千円）

５５５５．．．．分析分析分析分析でででで明明明明らかになったらかになったらかになったらかになった課題課題課題課題へのへのへのへの対応対応対応対応

（（（（１１１１）））） 年齢別年齢別年齢別年齢別のののの医療費等医療費等医療費等医療費等のののの状況状況状況状況

（明らかになった課題） 60歳、70歳を境に医療費が急増。

（対応の方向性） ○ 特定健診など40歳代、50歳代からの予防対策を展開。

○ 高齢者に対しては、就業や社会参加の機会を確保することが重要。

0.05.010.015.020.025.030.0
平野部 山間部

（％）
0.010.020.030.040.050.060.0
平野部 山間部

（％）【 健康のために地域行事に参加する割合（高齢者） 】 【 近所付き合いがある割合（高齢者） 】

➢ 特定健診の受診率が高い市町村の方が、高齢者１人当たりの医療費（上位５疾病）は低い。 ➢ 高齢者の就業率が高い市町村の方が、高齢者１人当たりの医療費（上位５疾病）は低い。

➢ 医療費の比較的低い山間部では、高齢者の社会参加が行われている。
１１１１１１１１

※上位５疾病とは高血圧、糖尿病腎不全、脳梗塞虚血性心疾患（疾病119分類ベース）

相関係数＝-0.42（ある程度の相関関係がある）

相関係数＝-0.50（相関関係が強い）



御杖村 天川村 野迫川村
奈良市 大和高田市大和郡山市 天理市橿原市桜井市 五條市
御所市

生駒市 山添村
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（（（（２２２２）））） 疾病別疾病別疾病別疾病別のののの医療費等医療費等医療費等医療費等のののの状況状況状況状況

（明らかになった課題） 疾病別医療費の高い順に並べると、 第1位 高血圧 第2位 糖尿病

第3位 腎不全 第4位 脳梗塞 第5位 虚血性心疾患

（対応の方向性） ○ 生活習慣病の予防が急務であり、ライフステージに応じ、正しい

生活習慣の定着に向けた健康づくりの推進が必要。

○ なお、脳梗塞と虚血性心疾患については、救急医療体制の充実と

在宅復帰のためのリハビリの充実が必要。

（（（（３３３３）））） 地域別地域別地域別地域別のののの医療費等医療費等医療費等医療費等のののの状況状況状況状況

（明らかになった課題）

高齢者の医療費が、平野部で入院・外来ともに高い。

（対応の方向性）

○都市部（団地等）における地域レベルの健康づくり

推進のための取り組みを進めるとともに、在宅

医療体制の充実。

（（（（４４４４）））） 性別性別性別性別のののの医療費等医療費等医療費等医療費等のののの状況状況状況状況

（明らかになった課題）

男性の１人当たり医療費が高い。

（対応の方向性）

○中高年男性に対する働きかけを強化する必要。

・食生活の改善、運動習慣の定着

・健診受診率の向上

・早期受診・治療

・喫煙・飲酒対策

➢ 自宅・老健等での死亡の割合が高い市町村の方が、高齢者１人当たり医療費（上位５疾病）は低い。 ➢ 男性の方が特定健診の受診率が低い。
0.05.010.015.020.025.030.0

男性 女性
（％）【 （性別）奈良県市町村国保特定健診受診率 】相関係数＝-0.51（相関関係が強い）


